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1
柚木友月（初次郎）編　山本喜六校
高岡　柚木初次郎　明治31年3月　和54丁
　工尺譜の右横に傍点累積式音長表記を印刷してある。後からの手書き
ではよく見られたこの音長表記法は，印刷されることは意外に少なかっ
た。清楽流行が下火になったこの時期に，ようやくこのようなスタイル
の工尺譜が刊行されるようになったことは，意外である。
　日清戦争中，敵性音楽とされた清楽の流行は下火となった。戦後は敵
性音楽というレッテルは取れ，清楽は息を吹き返したものの，もはや流
行のピークは去っていた。日清戦争後には純粋な清楽譜の刊行点数は
減った。
　ただ，手風琴やハーモニカ，明笛，尺八，八雲琴などの楽器の「関連本」
の曲例として，邦楽曲と並び，一部の清楽曲が収録される傾向は，大正
時代まで続いた。
20．『明笛流行俗曲附唱歌軍歌』（1900）
山田要三著　　大阪：又間精華堂，明33年9月
　西洋伝来の数字譜の洋数字を，工尺に置き換えた漢洋折衷型音長表記。
このような合理的な記譜法が登場するまで，意外に歳月がかかっている。
　近代の中国でも，同様の漢洋折衷型音長表記が見られる。ただ，日本
と中国のどちらが先に漢洋折衷型音長表記を採用したかについては，筆
者はまだ調査していない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝謙、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　繋
?
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霧
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黙灘一購1
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21．『音符明確　大正式明笛独奏』（1913）
関西音楽会著，大阪市　堀田航盛館発売，大正2年7月10日発行
　清楽の流行が過去の記憶となった大正時代の，「関連本」の楽譜。洋数字の代わりに漢数字を使っ
ている点を除けば，完全に西洋式の数字譜である。
　本書に，歌詞は収録されていない。
　大正時代は「演歌」など，大衆歌謡が勃興した時代である。当時は，清楽曲を聞き慣れた世代がま
だ健在だった。そのため，例えば関東大震災の後に流行した演歌「復興節」のメロディーが清楽曲「紗
窓」を流用したものであるように，清楽曲の一部は日本の音楽に影響を与え続けていたのである。
繍懲
鑛繋翻欝馨
　　　
灘難搬
???． ??．???
????
結論
　以上，筆者が収集した清楽譜関係資料の一部を時代ごとに並べ，記譜法の変遷を見た。その結果，
以下の特徴が明らかになった。
1）【故意の不完全性】　明治初期までは，工尺譜の音長表記が無く，そのままでは独習不可能である。
当時，この種の清楽本は，一般読者が巷間の書騨や楽器店等で買い求めることもできたが，多くの
場合，清楽の「師匠」を通じて購入したと思われる。江戸時代以来の稽古事の学習スタイルをふま
え，わざと不完全な工尺譜のまま刊行したのであろう。
2）【表記法の多様さ】清楽譜の所有者（学習者）が肉筆で書き込んだ音長表記は，○一式や，傍点
累積式など，さまざまである。時代によって流行の傾向の変化が見られるものの，ある一つの音長
表記方式が決定的となり他の方式を淘汰するという現象は，ついに見られなかった。これは，日本
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日本における中国伝来音楽伝承の特異性
に全国統一的な清楽の教授システムが存在せず，師匠の「流派」や年齢ごとに，自分が慣れた方式
を使い続けたためと思われる。
3）【保守的性格】　音長表記が完全で独習可能な清楽譜は，1890年ごろから普及し始める。「点打法」
などの改良も試みられた。しかしながら，最も合理的で完壁に音長を表記できる西洋式の五線譜や
数字譜の普及は，意外と遅かった。また，金属活字本の登場後も，伝統的な木版の和本タイプの清
楽譜も並行して出版され続けた。こうした保守的傾向から，日本人が清楽譜に求めたのは単なる「実
用性」ではなく，伝統的風格など雰囲気的な要素も重視されていたことがわかる。
4）【日本国内での完結性】　中国本土で刊行された毘曲譜の工尺譜などと比較すると，日本の清楽譜
の工尺譜は，同じ工尺譜ながら，体裁が共通していない。近世中国の毘曲譜の刊本の多くは，工尺
譜に詳しい「板眼」表記を施してあり，独習可能である。日本の清楽譜の工尺譜は，中国本土の曲
譜で主流となった音長表記スタイルを採用しなかった。
　楽譜の体裁だけでなく，清楽曲のレパートリーも，明治の初年にはほぼ固定してしまい，その後
に中国から同時代の最新の流行曲を輸入することは少なかった。例えば，日本のいわゆる「中華料
理」は，中国料理とイコールではない。清楽も同様で，日本伝来後は，日本文化の中で完結してい
た，と言える。
　上記の特徴は，日本人の西洋音楽の受容と比較すると，極めて特異的である。
　西洋音楽の記譜法は，五線譜であれ数字譜であれ，全世界的に統一されている。また時代ごとの記
譜法の変化も，比較的少ない。近代日本において，西洋音楽は「上から」導入され，当初は「お雇い
外国人」が西洋音楽を教授し，学校教育や軍楽などと結びつき，その後に民間に普及した。明治以降
も，同時代の外国曲の楽譜が，リアルタイムで輸入され続けた。日本独自のローカルルールの五線譜
が誕生する余地は，そもそも無かった。
　一方，清楽譜の記譜法の主流は，漢字圏共通の工尺譜であるが，音長表記のルールが曖昧で，日本
独自の工夫も多く，時代ごとの変化も大きい。清楽は，江戸時代の天保・化政年間に長崎来舶唐人が
伝えた楽曲であるが，唐人が直接，日本人に教授したのはごく初期だけであった。鎖国時代だったこ
ともあり，すでに江戸時代から，清楽は日本人の師匠が日本人の弟子に伝授するという日本化した稽
古事になった。幕末の開国後，清国と自由に行き来できるようになった後も，すでに日本の稽古事文
化の一つとなっていた清楽は，日本国内で完結したままであった。
　今回，清楽譜の音長表記法の変遷を分析した結果，上記のような清楽の特異的性格を明らかにする
ことができた。
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【注】
（1）清楽の歴史と近年の研究の動態については，中尾友香梨『江戸文人と明清楽』汲古書院2010年に詳
　しい。
（2）清楽の演奏・伝承を担った社会階層についての考察は，加藤徹「中国伝来音楽と社会階層一清楽曲「九
　連環」を例にして」（東アジア地域間交流研究会編『から船往来　一日本を育てたひと・ふね・まち・
　こころ』中国書店，2009年）を参照のこと。
（3）「九連環」と日本音楽の関係については，
　　張前『中日音楽交流史』（人民音楽出版社1999／10）pp，226－237，第三節「『九連環』与『茉莉花』的伝
　承与変化」，
　　楊桂香「日本と中国の両国における「九連環」の広がりとその変化」，『人間文化論叢』Vol．5（お茶の水
　女子大学大学院人間文化研究科2002）pp．13～22，
　　鍋本由徳「近世後期における中国音楽の伝播と受容一主に唐人踊・看々節を中心に一」（研究実績報告
　書，研究課題番号13610396，2003）pp．27－81
　に詳しい。
（4）滝沢馬琴『著作堂一夕話』（『日本随筆大成第1期　10』吉川弘文館，1993）
（5）鍋本由徳「江戸時代「清楽」の復元試論　一『清風雅譜』収録曲の五線譜化一」2005年（佐々木隆爾
　『（2003－2004研究実績報告）幕末・明治期における進取的音楽感性の形成に関する歴史的研究一長崎に
　おける洋楽・清楽・民謡の相互交流史の復元一』（研究課題番号15520412）2005年3月に収録）
（6）ホームページ「月の琴」
　　http：／／homepage2．nifty．com／CHARLIE－ZHANG／MIDI／TUKIKOTO．html
　では，同楽譜に基づき復元したメロディーをMIDIファイルとして試聴できる。
（7）波多野太郎『月琴音楽史略』，横浜市立大学紀要（人文科学第7篇・中国文学第7号）1976
（8）山野誠之「長崎明清楽『金線花』演奏に関する音韻論的研究」（『長崎大学教育学部紀要人文科学70』，
　2005年
（9）清楽曲の曲目の変遷と，清楽譜の一覧表については，
　　塚原康子『十九世紀の日本における西洋音楽の受容』多賀出版社，1993年
　　中西啓・塚原ヒロ子『月琴新譜　一長崎明清楽のあゆみ』長崎文献社，1991年
　が詳しい。
